
  

 

★ 未来へつなぐために     校長  鈴木 英明 

 

新しい学年になって１ケ月が過ぎました。１年生

は、登校、授業、休み時間、給食、下校という一日

の学校生活に段々と慣れてきました。２年生から６

年生も新しい学年に対する意欲あふれる姿があちこ

ちで見られます。朝の出会いも、「おはようございま

す」と元気なあいさつから始まる子どもたちが増え

てきているように感じます。また、授業中、姿勢を

正して先生や友だちの話を真剣に聞き、考えている

姿を見ると、学年が一つ上がって、それぞれお兄さ

ん、お姉さんになったのだという自覚がひしひしと

伝わってきます。 

４月２０日（水）に行われた「１年生を迎える会」は、旧代表委員を中心に全ての学年がプ

レゼントや演技を贈ったり、楽しいゲームで会を盛り上げたりと上級生としての優しい姿を見

せ、温かい雰囲気の中で過ごすことができました。１年生も並び方や話の聞き方がしっかりと

でき、和やかにゲームに参加したり、元気に歌を披露したりしました。全校が一堂に会しての

「１年生を迎える会」での温かくも凛とした谷原っ子の姿は、今年１年、より一層の活躍をし

てくれるだろうと期待をもたせてくれました。子供たちの進級した自覚や意欲を認めながら、

さらに成長するための指導や支援を大切に取り組んでいきたいと思います。 

 

さて、話は変わりますが、熊本でマグニチュード６．５の地震が起きたと伝えられたのが、

４月１４日でした。その後、１６日未明の本震等の続報が届くたびに犠牲者は増え続けました。

５年前の東日本大震災を経験した誰もが、瓦礫の下で助けを待つ人々や避難生活を続けている

人々を思い浮かべ、落ち着かない心で過ごしていることと思います。 

私達は、今後も起きるであろう天災にどう対処していけば良いのでしょう。災害時に必要な

物品の準備、災害が起きたときの身の守り方や避難の仕方という防災教育は、当然必要なこと

でしょう。しかし、それだけではなく、「自分にできることは何かを考え、そして行動していく

力」が必要だと考えられます。そのためには、「災害時に助け合えるような思いやりの気持ち」

も必要ですし、「将来、災害を予知したり、地震に耐えうる建築物を建てたりする科学技術の知

識・技能」も必要です。つまり、今の私達にできることは、学校で学ばせることによって、子

供たちに学びに向かう力や人間性を高めていくことなのだと改めて気付かされます。 

本校では、今年度、学校で行われている教育活動がこれからの未来を生きる子供たちの力と

なり、社会・世界と主体的に関わりながらよりよい人生を送るための糧となるように「子供た

ちが主体的に学習に関わること」を研究テーマにし、教育活動を進めます。 

その一つとして、ゴールデンウィークを過ぎると運動会の練習が本格的に始まります。安全

の面から組体操の休止が相次いでいますが、丈夫な体、くじけない心、協力性・団結力を育て

るためには大切な運動でもあります。大型ピラミッドや三段タワーは行いませんが、十分に安

全に配慮したうえで子供たちの成長を願って、種目としては存続させていただきます。ご理解

のほど、よろしくお願いいたします。 

これからも自分たちにできること通して、課題を解決しようとする意欲や実践力を高められ

るよう様々な体験を通して子供たちを未来へとつないでいきたいと考えています。今月もどう

ぞよろしくお願いいたします。 
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学校生活支援員  

吉田 和美先生（区内石神井東小学校へ） 

やわらっ子のみんな元気ですか？  

みんなと過ごした日々は先生の宝物です。君たちは誰かの

ための太陽です。光です。どうか自分のことを大切にして下

さいね。先生も誰かのための新しい風になろうと思います。

やわらっ子を忘れません。絶対に！ 

臨時生活支援員 

剱持 大地先生（任期終了） 

 明るく元気な谷原小学校の子どもたちと過ごした時間は、

楽しく実りの多い毎日でした。新たな場所でも頑張っていき

たいと思います。 学力向上支援講師 

関本 眞美先生（区内光が丘夏の雲小学校へ） 

 1年間という短い期間でしたが、算数の指導を担当させて

いただき、とても充実した時を過ごすことができました。 

 力不足を痛感する毎日でしたが、皆さんと共に勉強したこ

とは楽しい思い出となっております。ありがとうございまし

た。 

 谷原小学校の皆さんのご健康とご活躍を心よりお祈りし

ております。 

 

講師 須佐 一先生（任期終了） 

 年齢的にも一年間は長丁場だったのですが、とても気持ち

良くやらせていただきました。落ち着いた学校環境、地域環

境、素直で明るい子供達、そして子供達のために一生懸命な

教職員の中で出来たことに感謝、感謝です。 

臨時生活支援員 

佐々木 伸子先生（任期終了） 

 短い間でしたが、皆さんと楽しい時間を過ごすことができ

ました。どうもありがとうございました。新しい学年になり、

皆さんはきっと頑張っているでしょう。また皆さんに会える

といいなと思っています。 

清水 加奈先生（小平市立小平第十一小学校へ） 

 8年間、谷原小学校でたくさんのことを学ばせて頂きまし

た。そして、きらきら輝く子ども達の笑顔に毎日励まされな

がら、教員としての土台を築かせて頂きました。笑顔と優し

さがあふれる谷原小学校は、私の宝物です。本当に、ありが

とうございました。 

臨時生活支援員 

幸田 恵先生（任期終了） 

こんにちは。12月からの3ヶ月間、くすのき学級で一緒

にお勉強させてもらっていた幸田恵です。きれいな校舎で元

気いっぱいのみんなとすごせたこと、とても感謝しています。

これからも心のびやかにまっすぐな気持ちを大切にしてくだ

さいね。 

都事務 金子 とめ子先生（任期満了） 

◇楽・笑◇ 

公務員生活を谷原小で終えられた事に感謝しております。 

これからも楽しく、笑って過ごしていけるように、何をして

いくか模索中です。 

 今は、初めて訪れた「サンデーまいにち」を満喫しており

ます。 

事務 川田 知子先生（任期終了） 

 20 年通った谷原小をようやく卒業いたしました。在職中

は、大変お世話になりました。快適な環境に恵まれ、可愛い

児童の成長が楽しみで、長年勤めることができました。これ

からは元職員として谷原っ子を見守りたいと思っておりま

す。有難うございました。 

栄養士 岩元 美幸先生（産育代替終了） 

 1 年間という短い間でしたが、子どもたちの元気な姿に接

することができ、とても楽しい時間を過ごすことができまし

た。「おいしかった。」と言ってくれたひとりひとりの笑顔が

思い出されます。 

心のふれあい相談員 

上村 真由美先生（任期終了） 

無邪気で明るい子どもたちに囲まれて、楽しい日々を過ご

すことができました。子どもたちの笑顔が見られることが何

よりうれしかったです。 

 相談員として、保護者の皆様にもたくさん支えていただき

ました。本当にありがとうございました。 



 
 今年度、転入した職員です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 小岩 玲子先生 

 一年ぶりに会った子ども達。みんな大きく成長していて感

激しました。明るくげんきいっぱいの谷原っ子が大好きです。

楽しく勉強していきましょう。 

よろしくおねがい致します。 

講師 小山 薫子先生 

くすのき学級で図工を担当させていただきます、小山で

す。素直で優しい 12 人の子どもたちと楽しい授業にした

いと思います。 

よろしくお願いいたします。 

講師 豊住 徹先生（区内仲町小から） 

 理科で学習していることと、毎日の生活の中で起きているこ

とがつながっていくような授業にしていきたいと思っていま

す。 

泉 遼也先生（新規採用） 

 きれいな校舎とたくさんの桜と、思わず自慢したくなるよ

うな学校で生活できることがとても嬉しいです。くすのき学

級の子どもたちはもちろん、全校の子どもたちと色々な話を

したいと思っています。 

よろしくお願いします。 

心のふれあい相談員 船越 智子先生 

 生徒達がより良い学校生活をおくれるよう支援していき

たいと思っております。 

 また保護者の方もご家庭、学校においてお子様の気にか

かることなどありましたら、ご相談ください。 

相原 侑先生（期限付き任用） 

元気いっぱいの谷原っ子と一緒に、楽しく勉強することが

とても楽しみです。私もみんなに負けないくらい明るく学校

生活を送りたいと思います 

よろしくお願いします。 

都事務  

大井 まり子先生（区内大泉西小から） 

練馬区立大泉西小学校から来ました大井です。本校の

防火扉は区内で唯一のハイテク扉です。多くのゆとりス

ペースが息のつける空間を演出していますね。これから

も児童や職員がより飛躍できるよう環境整備に尽力して

参ります。 

永瀬 裕子先生（八王子立第六小学校より） 

広い校庭に、美しい校舎。すばらしい環境の中で、子供た

ちと一緒に勉強することができるのが、とてもうれしいで

す。 

また、新しい気持ちでがんばります。 

よろしくお願いします。 

講師 須山 久仁子先生 

今年からくすのき学級の子どもたちと音楽を勉強します。元

気に楽しくがんばっていきたいと思います。とてもきれいな学

校で来るのが楽しみです。 

学校生活支援員 野末 ちづ子先生 

 ピカピカの校舎、キラキラ輝いた「おはようございます。」

の声に迎えられ、一日が始まっています。 

 少しでも早く皆さんと馴染んで、声をかけていただけたら

嬉しいです。よろしくお願いします。 

非常勤教員 

藤波 良之先生（足立区立鹿浜西小から） 

入学式はみきの太さが１ｍもあるりっぱな桜が１年生

を迎えていました。 

谷原小学校の子どもたちがこの桜のように大きく育つ

よう、お手伝いさせていただきます。 



   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

日 曜 予定 

１ 日 

 2 月 離任式 PTA歓送迎会 

3 火 憲法記念日 

4 水 みどりの日 

5 木 こどもの日 

6 金 避難訓練 

7 土  

8 日  

9 月 安全指導 運動会時程始 委員会② 

10 火  

11 水  

12 木 美化日 特別時程 PTA総会 

13 金 
特別時程（掃除なし）13:05下校 

蟯虫検査予備日 

14 土  

15 日  

16 月 運動会係活動① 尿検査予備日 

17 火  

18 水  

19 木 PTA会費集金 

20 金  

21 土  

22 日  

23 月 運動会係活動②  尿検査２次 

24 火 運動会全校練習① 

25 水 運動会全校練習② 

26 木 運動会全校練習③ 

27 金 運動会前日準備 

28 土 
運動会（給食なし・弁当持参） 

（雨天休日） 

29 日 
運動会予備日（給食なし・弁当持参） 

（雨天時運動会順延、月曜時程） 

30 月 振替休業日 

31 火 委員会③ （運動会雨天時順延） 

運動会に向けて  

  運動会委員長 二宮 裕貴 

今年は5月２８日（土）に運動会を開催します。今年度は、

校庭整地が終わり、昨年よりもトラックも大きくなりました。

詳しくは、保護者の皆様向けに後日印刷物を配布します。そ

の中に、具体的な図や開門時間、諸注意等を記しますので、

お読みいただき、ご理解とご協力をお願いします。尚、保護

者席は今年度も入れ替え制とします。 

運動会は、子供たちも楽しみにしている大きな行事の一つ

です。また、人の心に感動を与える大きな行事です。赤白の

勝負だけでなく一人一人が発揮する力や、協力する姿など子

供たちの一生懸命な姿をたくさん見ていただきたいと思いま

す。そのために私たち教員は安全に十分留意し指導していき

ます。ご家庭でもお子様の体調管理をお願いすると共に、練

習や成果に対し励ましたり認めたり褒めたりしてあげてくだ

さい。日程は以下の通りです。 

※実施の可否は７：３０頃までに、練馬区学校連絡メールで

配信します。 

日・曜日 ２８日に実施 
２８日が降雨 

２９日に実施 

２８日・２９日 

ともに降雨 

２８日

(土) 

運動会 

弁当持参 

休日 休日 

２９日

(日) 

休日 運動会  

弁当持参 

月曜時間割で 

５時間授業 

運動会は延期 

弁当持参 

３０日

(月) 

振替休業日 振替休業日 振替休業日 

３１日

(火) 

火曜時間割で

授業 

火曜時間割で

授業 

運動会実施 

 

あいさつの大切さ 
生活指導主幹  村上 美予子 

  
先日、１年生の下校の付き添い中の出来事。通りすがりの

おばあさんに、「こんにちは！」谷原清掃事業所の方に「ただ

いま！」と声を掛ける１年生。あいさつをするほうもされる

ほうも笑顔がいっぱいで、とてもさわやかな気持ちになりま

した。あいさつは、自然に笑顔にしてくれる、また、気持ち

も上向きにしてくれる魔法の言葉だと改めて感じました。「お

はよう。」「こんにちは。」「さようなら。」「ただいま。」「おか

えり。」「おやすみ。」「ありがとう。」…家庭から学校、学校か

ら地域にあいさつの輪が広がるように、まずは大人が鑑とな

り、あいさつの気持ちよさを子供たちに教えていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の予定 


